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研究成果概要 
光共振器を取り巻く世界的な情勢については、熱雑音を飛躍的に低減するために 1)低温

(124K)にゼロ膨張温度を持つ単結晶シリコンで共振器を作成する、2)高い機械的 Q 値が

得られる MBE 結晶による多層膜で共振器鏡を製作する、という提案があったが、その

原理検証実験がこの 1 年半の間に劇的に進んだ. これにより、近い将来当該技術を利用し

た共振器が光原子時計に実利用されることは必至となっており、本共同利用研究につい

てもこれに呼応して、従来のゼロ膨張ガラス+酸化物誘電体多層膜によるものでなく、よ

り低い熱雑音が期待出来る共振器の検討を進めた. NICT には光通信のための光学デバイ

スを製作するための MBE 装置があり、当該装置で結晶性の多層膜を作成する可能性を

NICT 光ネットワーク研究所の担当者と議論した. 結果、既にある装置とこれまで担当

者が蓄積してきた技術が応用出来る新しい成膜法を確立できる可能性があり、その方向

で研究を推進することとした.成膜方法の最適化のための機械的Q値の指標を得るために

は共振器に安定化された光源の周波数安定度を神岡の低振動環境で計測する. 周波数安

定度の測定は振動等他の要因による周波数雑音を極力抑えて測定する必要があり、通常

の地面振動の環境では測定が困難であることが予測される. 従って、神岡鉱山内での測定

が重要な鍵を握ると考えている. また、MBE 結晶性成膜による共振器では通信帯波長を

利用する. 今年度は上述の研究の方向の検討に加えて、この測定に向けて通信帯波長のフ

ァイバレーザー光源や光学部品の準備を進めた. 
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